
家庭学習の手引き【中学生編】
１ 家庭学習の目標

主体的な学習の定着化 基礎学力の定着・活用型学力の育成 自己マネジメント力の育成

２ 家庭学習３ヵ条

第１条 自分なりの学び方を探し、身に付け、自ら進んで取り組みましょう。【主体的な学習の定着化】

授業内容の要点を整理し、問題演習することで学力 upにつなげましょう。

第２条 「調べ」「考え」「書く」を中心とした活用型宿題に取り組み、思考・判断・表現力を高めましょう。

【基礎学力の定着・活用型学力の育成】

『授業』⇒『復習・予習』⇒『授業』⇒『復習・予習』⇒ ……

第３条 自分の学習と生活の実態を自覚し、目標を設定したり、進捗状況を確認したりして、自己学習を

改善しましょう。 【自己マネジメント力の育成】

３ 家庭学習の取組について

① 学習環境の整備のために…スマホやマンガなど、気の散るようなものは近くに置かないようにしましょう。

② 家庭学習のとらえ方… 『家庭学習』 ＝ 『宿題』＋『自主学習』＋『５分間復習＋１分間予習』

③ -（１） 自主学習について

自主学習ノートを開きます。教科書やワークブックの問題、特に、分からなかった問題

にチャレンジしましょう。学習の要点を整理し、理解を深めることが大切です。

③ -（２） ５分間復習＋１分間予習について

５分間復習は教科書を開き、今日の授業の学習を振り返りながら、正しい知識と考え方を

確かめます。

４ 家庭学習の時間の目安について ☆最低限このくらいは学習しましょう！

※定期テスト前などは、このとおりではありません。

５ 家に帰ってからの時間の使い方を見直しましょう！！

皆さんは、帰宅してからの時間をどのように使っていますか？食事、入浴、リビングでテレビをみながら

まったりと･･････。部活動で疲れてしまい、なかなか学習にとりかかれないという人もいるかと思います。

そこでもう一度、時間の使い方を見直してみましょう。学力向上には、毎日の学習の積み重ねが大切です。

「昨日やったから明日はやらない」ではなく、毎日決まった時間に学習に取り組めるよう心がけてみてくだ

さい。「○時になったら必ず始める」「２時間は必ずやる」など、目標を決めましょう。

・まず、『宿題』に取り組みましょう。

・次に『自主学習』に取り組みましょう。

・最後に、『５分間復習』＋『１分間予習』に取り組みましょう。

平日 休日

中学１・２年生 1.5 時間～ 2時間～

中学３年生
部活中 部活終了 部活中 部活終了

1.5 時間～ 3時間～ 2時間～ 4時間～

中学生・１



６ 自主学習のメニュー

★ 教科書・ドリルの問題をそのまま写して解いたり、練習したりする。

○ 教科書の問題で自分がよく分からなかった問題や、間違った問題を解きながら、学習で大切なことを

整理し、まとめる。

★★ 習ったことを使って、くり返し練習する。

★★★ 自分なりに考えたことをまとめたり、調べたりする。

中学生の家庭学習は、高校入試を意識した学習を行うことが大切です！！

例えば、こんなやり方はいかがでしょうか？

ＳＴＥＰ１ 分からないところを探す

ワークの問題を解き、自分がどこを理解できていないのか、どこが分からないのかを把握します。

ＳＴＥＰ２ 解説を読んで理解する

問題の解説を読み、解き方を理解します。その後、解説を見ないで問題を解いてみます。

ＳＴＥＰ３ 人に聞く

解説を読んでも理解できなかった問題、解けなかった問題をチェックしておき、翌日学校で友人や

先生に聞き、やり方を理解します。

「入試なんてまだ先のことだから、その時になってからやればいいや」「３年生になってからやろう」･････

そんなことを思ってはいませんか？それでは遅いのです！入試では、日々の学習の積み重ねの成果を見られます。

自分の課題を把握し、弱点を改善できるようにしましょう。

国 語 数 学

○ 教科書に出てきた漢字の練習

○ 言葉の意味調べ

○ 学習した漢字や言葉で短文作り

○ 教科書の文章を品詞分解する

○ 歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直す

○ テストの間違い直し

○ ワークの計算練習

○ 教科書の補充問題

○ テストの間違い直し

国 語 数 学

○ 学習した表現技法を使い、短歌や俳句を作る

○ 新聞記事を読んで、自分の意見や考えを書く

○ 教科書に出てきた文学的文章を、人物の視点

を変えてリライトする

○ 学習したやり方の他に、どんなやり方があるかま

とめる

○ 問題の数字を変えて解いてみる

よしっ！今日はワークを使って数学の問題を解くぞ！

中学生・２



○自主学習例Ⅰ（数学） 【問題演習を行うとき】

☆ 取り組みのポイント

○自主学習例Ⅱ（数学） 【授業の振り返りをするとき】

☆ 取り組みのポイント

○ できるだけ多くの問題を解くために、問題文は書かない。なるべく多くの問題を解くことを
心がける。
○ 間違ったまま覚えてしまわないように、必ず丸付けをする。
○ 間違えた問題や分からなかった問題は、途中の考え方を解説で確認し、正しい考え方や解き
方を身に付ける。そして、同じ間違えをしないようにする。

左から順番に①学習した日付、
②教科、③単元名や内容を書く。

※

ワ
ー
ク
の
ペ
ー
ジ
数
を
記
入

間違った問題は、正しい答えだけ
でなく、「どうしてそうなるのか」を
解説を見て確認する。
正しい考え方と注意するポイント

を書き残しておく。

左から順番に①学習した日付、
②教科、③単元名や内容を書く。

※

教
科
書
の
ペ
ー
ジ
数
を
記
入

授業で「間違ったところ」
「分からなかったところ」
を書き出し、教科書を使っ
て振り返る。間違った理由
や正しい考え方を（気づき）
に記入する。

中学生・３

○ 授業のノート、教科書を見返しながら、取り組む。
○ 考え直しても分からない内容には印をつけておき、先生や友達に聞いて解決する。
○ 分かったつもりにせず、疑問があれば、書いて残しておく。

★★

★



中学生・４
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